
発　行　中頓別町議会
編　集　議会広報編集特別委員会
お問合せ／北海道枝幸郡中頓別町字中頓別172番地６
tel（01634）6-2244（直通）／fax  6-1155

第４回定例会議決結果・第７回臨時会 ………………
私たちの一般質問 ………………………………………
可決された議案 …………………………………………
常任委員会だより ………………………………………
議員だより～私の思い～ ………………………………
ありがとうファイターズ・議会の動き ………………

166
町議会だより町議会だより

３
4
9
10
11
12

Volume

医
師
給
与
条
例
改
正
で
待
遇
改
善

　

国
の
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

平成22年１月25日発行

華やかな着物と二十歳の笑顔に吹雪も退散



なかとんべつ町議会だより１６６号 ２

医師給与に俸給表導入！
　定期昇給と医務手当等で待遇改善

第４回
定例会
第４回
定例会

町
民
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
予
算
編
成
の
必
要
性

　

天
北
厚
生
園
の
移
転
改
築
計
画
、地
デ
ジ
放
送
へ
の
対
応

　
　

遊
休
町
有
財
産
の
処
分
方
針
な
ど
、４
議
員
が
一般
質
問

　平成21年第４回定例会が、12月13日から15日まで３日間の会期で

開かれました。

　サンデー議会となった初日冒頭の行政報告で野邑町長は、特定外

来生物であるアライグマが、昨年５月以降、上頓別、松音知周麿地

区で捕獲されていることを報告。家畜等への直接被害は発生してい

ないものの、農家の配合飼料を狙って出没していることから、引き

続き駆除を行う方針を明らかにしました。

　一般質問では、４名の議員が事業仕分けや町立歯科診療所の改築、

職員採用、医師給与の引き上げと財政健全化などについて、町長の

所見を質しました。

　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、延べ

20名の町民がテレビの前で論戦に耳を傾けました。

　翌14日は、町長から提案された８議案を審議。固定資産評価審査

委員会委員一名の任期満了に伴う選任同意をはじめ、国の地域活力

基盤創造交付金18,025千円を財源にしたスクールバス購入事業や観

光看板整備事業、生活交通路線バス購入事業などの一般会計補正予

算案ほか、３会計補正予算案を全会一致で可決。

　国保病院医師の月額給与等と医務手当を来年４月から引き上げる

条例案は賛否をめぐり討論が行われ、採決の結果、賛成多数で可決

されました。

　審議が順調に進んだため、第４回定例会は、会期を一日残して閉

会しました。



第４回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１６６号３

第４回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○
同
意
第
１
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
　
　
　
　
　
　

員
の
選
任
同
意

○
議
案
第
１
号　

南
宗
谷
地
区
介
護
認
定
審
査
会

　
　
　
　
　
　
　

共
同
設
置
規
約
の
変
更

○
議
案
第
５
号　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

　
　
　
　
　
　
　

を
組
織
す
る
市
町
村
の
数
の
増

　
　
　
　
　
　
　

減

○
議
案
第
６
号　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
　
　
　
　

連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
の
数

　
　
　
　
　
　
　

の
増
減

○
議
案
第
２
号　

平
成
21
年
度
中
頓
別
町
一
般
会

　
　
　
　
　
　
　

計
補
正
予
算

○
議
案
第
３
号　

平
成
21
年
度
中
頓
別
町
国
民
健

　
　
　
　
　
　
　

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
　

算

○
議
案
第
４
号　

平
成
21
年
度
中
頓
別
町
国
民
健

　
　
　
　
　
　
　

康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
　

算

○
議
案
第
９
号　

平
成
21
年
度
中
頓
別
町
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　

学
校
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
　
　
　
　

の
医
師
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
改
正
）

○
議
案
第
８
号　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　

る
条
例
（
一
部
改
正
）

第7回臨時会で
改正職員給与条例成立！

　第４回定例会に先立ち第７回臨時会が平成
21年11月25日に招集され、職員給与条例の一
部改正条例が成立しました。
　この改正は、今年度の人事院勧告に伴い、
若年層を除く俸給月額の引下げ、期末勤勉手
当0.35月分の削減が主なものです。
　そのほかには、平成19年度に引き上げが見
送られた扶養手当（500円）の復元のほか、人
事院勧告では廃止となった住宅手当は、持ち
家促進の観点から継続されることになりまし
た。
　本町では、平成17年度から独自に勤勉手当
1.4月分、管理職手当を21年度まで５年間にわ
たり削減する独自削減を実施してきました。
今回は、この措置を平成22年度までさらに一
年間延長するものの、財政健全化法による早
期健全化団体から脱却する目途がついたため、
勤勉手当を現行の0.05月から0.9月まで復元す
るものです。
　この改正により国家公務員の期末勤勉手当
支給総額4.15月に対し、本町職員は0.5月少な
い3.65月となります。
　改正条例案は、賛否の討論を経て、採決の
結果、賛成多数で原案どおり可決されました。

石
神
議
員
に
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
（
野
村
弘
会
長
）
は
、
平
成
21
年
11
月
11
日
、

東
京
渋
谷
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
全
国
９
８
９
町
村
議
会
の
議
長
な
ど
、

関
係
者
約
１
７
０
０
人
が
出
席
す
る
な
か
、
「
全
国
町
村
議
会
議
長
会
創

立
60
周
年
記
念 

第
53
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
じ
め
に
創
立
60
周
年
記
念
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
、
町
村
議
会
議

員
と
し
て
30
年
以
上
の
在
職
者
（
３
５
３
名
）
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

歴
代
会
長
（
12
名
）
、
各
都
道
府
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
と
し
て
４
年

以
上
の
在
職
者
（
７
名
）
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
５
名
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
石
神
忠
信
議
員
（
現
議
長
）
が
、
町
村
議
会
議
員
と
し

て
30
年
以
上
在
職
し
、
地
域
社
会
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
し

て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
藤
田
副
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、
事
業
仕
分
け
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
予
算
編
成
の
必
要
性
、

医
師
給
与
の
引
き
上
げ
と
財
政
健
全
化
問
題
な
ど
、
４
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

公営住宅の修繕に力を！
本 多 夕紀江

　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答　

①
町
営
住
宅
等
の
管
理
戸
数
は
２
９
４
戸
。

空
家
が
53
戸
で
入
居
者
数
は
２
４
１
戸
。
今
年

度
の
入
居
募
集
に
対
す
る
申
込
み
は
多
く
は
な

い
の
で
住
宅
の
困
窮
度
は
低
い
。

　

今
年
度
は
12
戸
解
体
。
来
年
度
は
空
家
の
２

棟
８
戸
を
解
体
の
予
定
。
退
去
し
て
空
家
に
な

っ
た
ら
順
次
解
体
し
て
い
く
。
今
後
の
建
設
計

画
は
な
い
。
老
朽
化
し
た
住
宅
も
多
い
が
修
繕

要
望
は
あ
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

話
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
修
繕
し
て
い
る
。
雨
も

り
等
の
ひ
ど
い
所
は
来
年
度
塗
装
も
考
え
た
い
。

　

②
今
年
度
、
あ
か
ね
拡
充
団
地
の
高
齢
者
向

け
住
宅
の
玄
関
引
戸
の
戸
車
を
取
り
替
え
て
改

善
。
重
た
か
っ
た
が
指
一
本
で
開
く
く
ら
い
に

な
っ
た
。
取
っ
手
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
か
ら

の
要
望
が
な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
。

　

高
齢
者
住
宅
引
戸
に
取
っ
手
を
！

問　

①
公
営
住
宅
の
充
足
状
況
と
新
築
、
解

体
の
予
定
を
伺
う
。
屋
根
等
、
状
況
の
ひ

ど
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
修
繕
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
財
政
が
厳
し
い
と

聞
く
と
修
繕
を
頼
み
に
く
い
。

　

②
高
齢
者
向
け
住
宅
で
引
戸
が
重
く
、

引
き
手
の
溝
が
浅
く
て
手
が
か
か
り
づ
ら

く
開
け
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
役
場
の

表
、
裏
玄
関
の
よ
う
に
取
っ
手
を
つ
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
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地上デジタル放送への備えは？
本 多 夕紀江 　

み
ん
な
が
見
ら
れ
る
地
デ
ジ
に

問　

ア
ナ
ロ
グ
波
一
斉
停
止
ま
で
６
０
０
日
を
切
り
、
試
験

電
波
も
出
さ
れ
て
地
デ
ジ
化
が
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

①
難
視
聴
区
域
、
世
帯
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、

ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
。
全
世
帯
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関

す
る
正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

②
光
フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

　

歯
科
診
療
所
の
改
築
計
画
は
あ
る
か

問　

①
築
30
年
近
く
に
な
る
が
、
建
替
え
の
計
画
は
あ
る
か
。

　

な
い
と
し
た
ら
玄
関
と
ト
イ
レ
は
改
修
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ト
イ
レ
は
狭
く
て
段
差
が
あ
り
危
険
。
玄
関
に
行
き
着

く
前
に
高
さ
20
セ
ン
チ
以
上
の
段
差
が
あ
り
、
冬
は
滑
り
や

す
く
、
ド
ア
を
開
け
る
な
り
、
坂
に
な
っ
て
い
る
。
ど
こ
で

靴
か
ら
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
る
の
か
。

　

②
築
30
年
で
老
朽
化
が
著
し
い
と
の
理
由
で
医
師
住
宅
の

建
替
え
が
行
わ
れ
た
が
、
水
道
や
ト
イ
レ
の
凍
結
、
結
露
、

断
熱
等
の
心
配
は
な
い
か
。
気
象
条
件
の
厳
し
い
地
域
で
は
、

快
適
な
住
宅
は
欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ
る
。

　

町
立
歯
科
診
療
所
の
実
情
を
町
と
し
て
ど
う
判
断
さ
れ
る

か
伺
う
。

歯
科
診
療
所
の
改
修
急
ぐ
べ
き
！

本

多

夕
紀
江

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

①
難
視
区
域
の
調
査
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
総
務
省
の
専
門
的

な
調
査
が
必
要
と
考
え
る
。
２
０
１
０
年
に
総
務
省
が
難

視
聴
区
域
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
、
18
箇
所
を
抽
出
し
て

調
査
を
行
う
の
で
そ
の
結
果
で
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

公
共
放
送
が
基
準
な
の
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
見
ら
れ
る
と
難

視
に
該
当
し
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
調
査
済
み
で
、
あ
る
程
度

把
握
し
て
い
る
が
民
放
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
準
備
と
し
て
７
月
30
日
に
説
明

会
を
行
い
、
中
頓
別
地
区
34
人
、
小
頓
別
で
７
人
が
参
加

し
た
。
チ
ュ
ー
ナ
ー
購
入
な
ど
に
関
し
、
助
成
措
置
の
情

報
な
ど
は
要
請
に
応
じ
個
別
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　

情
報
は
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）
等
か
ら
流
さ
れ
て
お
り
、
成
人
に
は
直
接
説
明
の

必
要
は
な
い
。
周
知
を
旬
報
掲
載
や
高
齢
者
教
室
で
行
う

こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し

て
実
態
把
握
と
難
視
対
応
に
努
め
た
い
。

　

②
光
ケ
ー
ブ
ル
の
利
便
性
は
わ
か
る
が
、
億
単
位
の
事

業
費
で
利
用
者
負
担
を
考
え
る
と
か
な
り
難
し
い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答　

①
歯
科
診
療
所
は
築
27
年
に
な
る
が
、
建
替
え
の
計
画
は

な
い
。
平
成
19
年
に
ト
イ
レ
に
両
用
型
便
座
を
設
置
し
た
。

玄
関
が
ス
ペ
ー
ス
的
に
は
狭
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
健

康
な
方
で
あ
れ
ば
ス
ロ
ー
プ
の
途
中
で
履
き
か
え
る
こ
と
も

で
き
る
し
、
歩
行
に
障
害
の
あ
る
方
は
ス
ロ
ー
プ
を
上
っ
た

上
で
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
か
え
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
診
療
所
）
職
員
か
ら
意
向
を
聞
い
た
が
、
別
段
現
在
の
状

況
で
問
題
は
な
く
、
利
用
者
か
ら
の
苦
情
も
今
の
と
こ
ろ
な

い
と
の
話
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
現
状
の
ま
ま
と
し
た
い
。

　

②
住
宅
改
修
は
平
成
22
年
度
予
算
措
置
に
向
け
改
修
内
容

の
検
討
を
し
て
い
る
。

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、３月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう
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空
家
は
傷
む
前
に
売
却
・
利
用
す
べ
き

問　

小
頓
別
地
区
や
中
頓
別
市
街
の
教
員
住
宅
な
ど
、
現
在
町
が
抱
え
て
い

る
遊
休
固
定
資
産
（
空
家
住
宅
等
）
の
現
状
と
今
後
の
活
用
計
画
を
伺
う
。

　

空
家
等
の
遊
休
資
産
に
買
い
手
が
つ
か
な
い
の
は
、
固
定
資
産
評
価
額

を
基
本
に
し
た
杓
子
定
規
な
価
格
設
定
で
高
す
ぎ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

住
宅
個
々
の
状
態
や
地
域
的
な
利
便
性
、
固
定
資
産
税
に
よ
る
税
収
も
考

慮
し
て
、
安
く
売
却
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
年
々
価
値
が
減
じ
る

前
に
安
く
貸
し
て
利
用
さ
せ
た
方
が
、
空
家
も
傷
ま
な
い
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か
。

　

定
住
促
進
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
町
有
財
産
で
あ
る
土
地
を
無
償
提
供

し
て
い
る
件
に
つ
い
て
、
議
員
に
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　

医
師
給
与
の
引
き
上
げ
は
財
政
健
全
化
後
に

問　

医
師
給
与
の
引
き
上
げ
条
例
案
で
は
、
新
た
に
俸
給
表
が
導

入
さ
れ
、
毎
年
、
月
給
が
４
万
円
自
動
昇
給
し
、
医
師
二
人
で

10
年
後
に
は
、
給
与
が
１
千
６
百
万
円
以
上
増
え
る
計
算
に
な

る
。
前
年
度
決
算
で
は
、
約
１
億
８
千
万
円
が
病
院
事
業
に
繰

出
さ
れ
、
人
口
減
が
続
く
中
、
町
民
の
血
税
に
よ
る
赤
字
補
て

ん
に
も
限
度
が
あ
る
。
院
長
か
ら
町
長
に
要
望
書
が
出
さ
れ
た

と
聞
く
が
、
給
与
に
満
足
し
な
い
職
員
か
ら
の
要
望
に
屈
す
る

と
し
た
ら
、
町
の
前
途
は
危
う
い
と
思
う
。
せ
め
て
、
早
期
健

全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
後
か
、
医
師
養
成
費
の
全
額
返
還
後
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

本
町
に
あ
る
民
間
診
療
所
の
医
師
を
国
保
病
院
に
迎
え
入
れ

る
な
ど
、
医
療
機
関
の
統
合
や
協
力
連
携
で
収
入
を
増
や
す
手

法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
福
祉
政
策
と
病
院
経
営
の
両

面
か
ら
老
人
医
療
費
の
無
料
化
、
若
い
世
代
の
定
着
の
た
め
こ

ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
有
資
産
の
売
り
払
い
加
速
を
！

星

川

三
喜
男

　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答　

現
在
の
空
家
住
宅
等
は
、
中
頓
別
地
区
で
職
員
住
宅
１
戸
、
教

員
住
宅
３
戸
、
黄
金
湯
、
小
頓
別
地
区
教
員
住
宅
10
戸
で
あ
る
。

　

中
頓
別
地
区
の
職
員
住
宅
は
解
体
、
教
員
住
宅
３
戸
は
、
活
用

を
検
討
中
で
あ
る
。
黄
金
湯
は
売
却
又
は
賃
貸
、
小
頓
別
地
区
教

員
住
宅
は
、
新
し
い
も
の
は
売
却
又
は
賃
貸
、
老
朽
化
し
た
も
の

は
解
体
す
る
方
向
で
あ
る
。
地
域
性
を
考
慮
し
て
、
小
頓
別
地
区

に
つ
い
て
は
、
最
低
売
却
価
格
の
相
談
に
も
応
じ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

野
邑
町
長

答　

町
の
政
策
と
し
て
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
３
年
前
か

ら
お
た
め
し
暮
ら
し
政
策
を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
、
地
元
業
者
が
モ
デ
ル
住
宅
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
町
有

地
（
遊
休
地
）
を
無
償
貸
付
し
た
。
議
会
に
知
ら
せ
て
い
な
か
っ

た
の
は
情
報
提
供
不
足
で
あ
っ
た
。

　

野
邑
町
長

答　

本
町
の
医
師
給
与
水
準
は
、
近
隣
町
村
と
比
較
す
る
と
大

変
低
い
。
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
に
よ
り
、
平
成
18
年
度

か
ら
職
員
給
与
の
削
減
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
一
定
の
方
向

性
が
見
え
た
。
現
院
長
に
は
４
年
８
ヶ
月
の
間
、
低
い
給
料

で
重
責
を
担
っ
て
も
ら
っ
た
。
財
政
健
全
化
に
見
通
し
が
つ

い
た
の
で
、
待
遇
を
改
善
し
て
こ
れ
か
ら
も
長
く
院
長
と
し

て
勤
め
て
も
ら
い
た
い
。
今
年
度
当
初
に
８
万
円
給
料
を
上

げ
た
が
、
来
年
４
月
か
ら
さ
ら
に
あ
げ
て
、
こ
れ
ま
で
の
分

を
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

民
間
診
療
所
と
の
協
力
連
携
に
つ
い
て
は
、
院
長
の
考
え

方
を
尊
重
し
た
い
。
こ
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
、
少
子
化
対
策
と
し
て
新
年
度
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。

町内医療機関の統合検討できないか！
星 川 三喜男

教員住宅等は朽ちる前に売却を！
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わが町でも事業仕分けを！
東海林 繁 幸

　

町
民
を
事
業
仕
分
人
に
！

問　

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
一
番
評
価
の
高
い
の
が
事
業
仕

分
け
で
あ
る
。
結
果
論
と
し
て
は
、
科
学
や
教
育
、
福
祉
、

医
療
の
分
野
で
は
事
業
仕
分
け
に
は
な
じ
ま
な
い
の
で
な

い
か
と
い
う
不
評
の
声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
総
体
的
に

は
国
民
が
初
め
て
知
り
得
た
こ
と
も
多
々
あ
り
好
評
だ
っ

た
。
地
方
自
治
体
で
も
数
年
前
か
ら
試
み
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
町
長
は
、
事
業
仕
分
け
の
手
法
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

町
長
の
立
場
で
は
、
長
年
続
い
て
い
る
事
業
を
自
分
の

代
で
切
る
こ
と
も
表
明
し
に
く
い
と
思
う
が
、
あ
る
事
業

は
や
め
て
も
新
し
い
事
業
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民

の
声
を
聞
く
よ
う
な
制
度
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
町
民
に
事

業
仕
分
け
を
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　

天
北
厚
生
園
移
転
改
築
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

問　

天
北
厚
生
園
の
移
転
改
築
計
画
に
つ
い
て
、
第
３
回
（
９
月
）
定

例
会
で
の
私
の
一
般
質
問
に
対
し
て
消
防
法
の
規
定
に
よ
る
防
火
設

備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
整
備
が
必
要
と
な
り
、
平
成
24
年
度
以

降
の
改
築
予
定
を
23
年
中
に
す
る
た
め
の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
準
備
を
進
め
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
平
成
22
年

度
早
々
に
施
設
の
建
設
概
要
（
場
所
、
図
面
、
財
源
内
訳
）
が
整
い
、

計
画
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
検
討
委
員
会
で
の
こ
れ
ま
で
の

検
討
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
検
討
委
員
会
の
中
に
法
人
の
理
事
者
や
そ
の
他
専
門
的
な

領
域
の
人
々
は
入
っ
て
い
る
の
か
。
改
築
事
業
の
主
体
は
、
法
人
で

あ
る
が
、
理
事
長
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
話
で
あ
っ
た
。

理
事
長
と
町
長
と
の
協
議
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、
総
論
と
し
て
は
予

算
の
無
駄
を
洗
い
出
し
て
、
透
明
性
を
高
め
、
限

ら
れ
た
予
算
を
効
果
的
に
施
策
に
振
り
向
け
て
い

く
点
で
は
、
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
17
年
５
月
に
町
民
15
名
に
中
長
期
行
財
政

運
営
計
画
を
策
定
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
今
の

言
葉
で
言
う
と
仕
分
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
早

期
健
全
化
団
体
か
ら
平
成
22
年
度
で
ク
リ
ア
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
点
で
大
き

な
見
直
し
の
転
換
期
に
く
る
の
で
な
い
か
と
思
う
。

今
は
時
代
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
、
５
年
一
昔

と
考
え
、
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て

い
き
た
い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答　

検
討
委
員
会
は
立
ち
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
か
わ
る
組
織
と
し
て
関
係

者
で
構
成
す
る
打
合
せ
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
ま
で
４
回
の
打
合
と
類
似
施

設
等
の
視
察
を
行
っ
て
い
る
。

　

基
本
計
画
の
作
成
に
向
け
、
施
設
整
備
内
容
の
整
理
を
進
め
て
い
る
。
平

成
22
年
６
月
に
協
議
書
等
関
係
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

同
年
５
月
ま
で
に
道
と
提
出
関
係
書
類
の
内
容
を
協
議
し
、
社
会
福
祉
法
人

南
宗
谷
福
祉
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
関
係
書
類
を
道
に
進
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

野
邑
町
長

答　

担
当
者
か
ら
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
示
さ
れ
た
と
き
、
打
ち
合
わ
せ

会
議
と
同
じ
よ
う
な
組
織
で
あ
り
、
無
理
に
検
討
委
員
会
と
し
な
く
て
も
い

い
の
で
な
い
か
と
指
示
し
た
。
保
護
者
や
法
人
関
係
者
な
ど
、
色
々
な
人
た

ち
が
入
っ
た
規
模
の
大
き
な
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
天
北
厚
生
園
と
十

分
協
議
を
し
た
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　

法
人
の
理
事
長
と
は
、
12
月
４
日
に
会
い
協
力
要
請
を
受
け
て
い
る
。
そ

の
際
、
旧
中
農
高
生
徒
寮
を
移
転
改
築
先
に
し
た
場
合
の
事
業
費
や
問
題
点

に
つ
い
て
協
議
す
る
な
ど
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

天北厚生園の移転改築先
　　　　旧中農高生徒寮に

東海林 繁 幸
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臨時職員等の長期雇用は違法
慣習改善を！
柳 澤 雅 宏

　

町
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

問　

来
年
度
、
採
用
見
込
み
の
町
職
員
の
人
数
と
選
考
経
過

を
伺
う
。
二
次
試
験
（
面
接
）
で
民
間
の
面
接
官
が
二
人

入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
な
に
か
。
職
員
採
用
が
透

明
化
さ
れ
る
よ
う
に
手
続
き
を
条
例
や
規
則
で
定
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

長
年
、
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
方
の
身
分
は
、

地
方
公
務
員
法
上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

臨
時
的
任
用
職
な
ら
一
年
を
超
え
て
雇
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
長
期
の
嘱
託
、
臨
時
的
雇
用
が
常
態
化
し
て

い
る
。
適
正
、
適
法
で
は
な
い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

町
民
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
予
算
編
成
を

問　

毎
年
、
次
年
度
予
算
編
成
前
に
「
町
長
が
お
じ
ゃ

ま
し
ま
す
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
参
加
者
が
少
数

で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
も
固
定
化
さ
れ
町
民
の
幅
広
い

意
見
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
懇
談
会
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

　

景
気
の
低
迷
で
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
町
民
や
自
己
負

担
の
大
き
さ
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
い
お
年

寄
り
も
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
幼
児
医
療
費
の
無

料
化
な
ど
、
町
民
が
い
ま
一
番
行
政
に
望
む
も
の
は

何
か
、
限
ら
れ
た
予
算
を
効
果
的
に
振
り
向
け
る
た

め
の
新
た
な
し
く
み
と
し
て
、
「
町
民
生
活
ア
ン
ケ

ー
ト
」
（
仮
称
）
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
や
傾
向
を

も
と
に
予
算
編
成
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

本
年
度
の
宗
谷
町
村
会
の
一
次
試
験
合
格
者
31
名
の
う

ち
、
４
名
が
本
町
で
の
採
用
を
希
望
し
、
二
次
試
験
（
面

接
）
を
経
て
２
名
を
採
用
内
定
者
と
し
た
。
面
接
官
は
、

行
政
側
２
名
（
教
育
長
、
総
務
課
長
）
、
民
間
人
２
名
で

あ
る
。
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
採
用
後
の
窓
口
対
応
、
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
考
慮
し
人
柄

を
重
視
し
た
。
面
接
に
関
し
て
の
根
拠
、
基
準
は
な
い
。

　

野
邑
町
長

答　

面
接
官
に
民
間
人
を
採
用
し
た
の
は
、
民
間
の
視
点
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
た
め
で
あ
る
。
職
員
採
用
に
あ
た

っ
て
の
手
続
き
条
例
、
規
則
の
整
備
は
今
後
検
討
し
た
い
。

嘱
託
職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
第
22
条
違
反
で
あ
り
、
地

方
自
治
法
上
の
非
常
勤
の
職
員
で
は
な
い
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
。
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
の
増
を
抑
え

な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

要
綱
に
基
づ
き
、
身
分
等
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　

嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は
、
正
職
員
に
近
づ
け
て
あ
げ
た

い
気
持
ち
が
あ
り
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
任
用
は
し
な
い
。

　

野
邑
町
長

答　

現
在
は
、
一
年
で
も
早
く
町
の
財
政
を

立
て
直
し
、
早
期
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱

却
を
目
指
す
時
期
で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
や
り
方
も
色
々
な
方
法

が
あ
る
が
、
町
民
が
過
度
な
期
待
を
抱
か

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
課
の
来
年
度
予
算
原
案
が
提
出

済
み
で
あ
り
、
間
に
合
う
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

予算編成に民意反映させて
柳 澤 雅 宏
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出張旅費返還し
　補助要綱見直しを！

柳 澤 雅 宏
　

一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

問　

住
民
が
自
主
的
に
行
う
べ
き
補
助
事
業
で
あ
る
「
一
流

の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
定
期
監
査

が
行
わ
れ
、
「
地
域
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
事
業
」

で
６
項
目
の
指
摘
事
項
が
示
さ
れ
た
。

　

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
不
参
加
の
ほ
か
、
職
員
の
公

務
出
張
扱
い
に
よ
る
同
行
、
事
業
実
績
報
告
書
を
町
職
員

自
ら
作
成
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
補
助
事
業
と
し
て
の
適

格
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
職
員
の
出
張
旅
費
等
は
返

還
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
補
助
要
綱
を
見
直
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
は

こ
の
事
業
に
対
し
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
補
助
決
定
し
た
の

か
伺
う
。

　

野
邑
町
長

答　

実
施
要
綱
で
規
定
し
て
い
る
事
業
審
査
委
員
会
か
ら
の
進
言
に

よ
り
補
助
金
の
交
付
を
認
め
て
し
ま
っ
た
。
監
査
委
員
の
指
摘
の

後
、
担
当
課
長
に
調
査
を
命
じ
て
あ
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

補
助
金
の
使
い
方
に
問
題
が
あ
っ
た
の
は
認
識
し
て
い
る
。
経

過
と
事
実
関
係
は
ま
と
め
て
お
り
、
後
日
、
町
長
、
教
育
長
に
報

告
し
た
い
。
補
助
金
返
還
に
つ
い
て
、
補
助
要
綱
と
照
ら
し
て
全

く
問
題
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
職
員
の
公
務
派
遣
は
適
当
と

考
え
て
い
る
。
実
行
委
員
会
は
、
町
か
ら
働
き
か
け
て
組
織
し
て

も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、
参
加
者
の
負
担
軽
減
の
受
け
皿
と
し
て

補
助
金
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
補
助
事
業
（
要
綱
）
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
を
図
り
た
い
。

○ 同意第１号　固定資産評価審査委員会委員の選
　 任同意
　任期満了を迎えた固定資産評価審査委員会委員・坂
本登　美さん（字小頓別・73歳）の再任に同意。

議案のあらまし

○ 議案第１号　南宗谷地区介護認定審査会共同設
　 置規約の変更
　浜頓別町、枝幸町、中頓別町で共同設置する介護認
定審査会の執務場所を浜頓別町から枝幸町に移す規約
変更です。
○ 議案第５号　北海道市町村備荒資金組合を組織
　 する市町村の数の増減
○ 議案第６号　北海道後期高齢者医療広域連合を
　 組織する市町村の数の増減
　平成21年10月５日から、紋別郡上湧別町及び湧別町
が合併により湧別町になったことから、備荒資金組合
及び広域連合を組織する市町村の数が増減するため、
構成議会の議決を求めたものです。
○ 議案第２号　平成21年度中頓別町一般会計補
　 正予算
　国の地域活力基盤創造交付金18,025千円を財源にした
スクールバス購入事業3,700千円や観光看板整備事業
1,600千円、生活交通路線バス購入事業19,052千円など、
歳入歳出にそれぞれ37,810千円を追加する補正予算で
す。一般会計の総額は32億53,764千円になりました。
○ 議案第３号　平成21年度中頓別町国民健康保
　 険事業特別会計補正予算
　保険給付費の伸びに応じ、療養給付費及び高額療養
費38,000千円を補正。歳入歳出それぞれの総額は、3億
51,747千円になりました。
○ 議案第３号　平成21年度中頓別町国民健康保
　 険事業特別会計補正予算
　保険給付費の伸びに応じ、療養給付費及び高額療養
費38,000千円を補正。歳入歳出それぞれの総額は、3億
51,747千円になりました。
○ 議案第４号　平成21年度中頓別町国民健康保
　 険病院事業会計補正予算
　収益的収支のうち、医業費用の委託料から旅費交通
費に750千円を振り替えたもので、支出総額は4億66,856
千円のまま変わりません。
○ 議案第９号　平成21年度中頓別町自動車学校
 　事業特別会計補正予算
　職員手当及び共済費156千円を補正し、歳入歳出の総
額は33,570千円になりました。
○ 議案第７号　中頓別町国民健康保険病院の医師
 　の給与に関する条例（一部改正）
○ 議案第８号　職員の特殊勤務手当に関する条例
　（一部改正）
　平成22年度から医師の給与に俸給表（給料表）を導
入し、勤続年数に応じた給与（月額毎年4万円の定期昇
給）と役職手当（月額院長10万円、副院長8万円、医長
６万円）の創設、現行の医務（特殊勤務）手当月額60
万円以内を100万円以内とする条例改正です。

町職員も同行した「地域ふれあい子どもキャンプ事業」
離島風景（昨年7月利尻富士町で実施）
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いきいきふるさと
常任委員会だより

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
に
そ
う
や
自
然
学
校
の
運

営
、
鍾
乳
洞
の
利
活
用
、
環
境
基
本
計

画
等
、
国
保
病
院
の
運
営
、
自
治
基
本

条
例
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
次
の

よ
う
に
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

■
そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
に
つ
い
て

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
今
年
度
（
４
月

〜
11
月
中
旬
ま
で
）
の
利
用
者
総
数
は

１
０
５
４
名
。
平
成
22
年
度
は
、
利
用

者
２
５
０
０
名
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

収
支
予
想
は
、
支
出
約
２
百
万
円
に
対

し
、
収
入
は
約
90
万
円
で
あ
り
、
現
段

階
で
倍
以
上
の
開
き
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
以
降
の
人
的
手
当

の
見
通
し
が
示
さ
れ
な
い
な
ど
、
将
来

に
不
安
が
あ
り
、
今
後
の
集
客
の
軸
足
、

■
鍾
乳
洞
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

地
質
学
的
に
貴
重
な
鍾
乳
洞
や
尻
無

川
周
辺
の
砂
金
地
層
、
そ
の
採
取
跡
を

組
み
合
わ
せ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公

園
）
登
録
に
よ
り
、
単
な
る
「
洞
窟
観

光
」
か
ら
脱
却
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
稀
少
な
動
植
物
群
の
宝
庫
を

保
護
・
保
全
す
る
た
め
の
管
理
体
制
の

強
化
も
必
要
で
あ
る
。
有
料
化
は
早
期

に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
が
、
管
理
棟
や

散
策
路
の
魅
力
化
を
図
り
、
利
用
者
が

納
得
す
る
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

■
国
保
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

　

医
師
の
給
与
設
定
で
は
、
地
方
公
営

企
業
と
し
て
の
病
院
経
営
の
状
況
、
採

用
時
の
年
齢
・
前
歴
等
、
様
々
な
要
因

を
総
合
的
に
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
け
る
手
当
で
総
額

調
整
を
図
る
手
法
が
弾
力
的
で
あ
り
、

町
長
の
指
揮
監
督
権
も
発
揮
し
や
す
く

な
る
。

　

本
町
は
、
早
期
健
全
化
団
体
と
し
て

財
政
健
全
化
の
途
上
に
あ
り
、
今
後
の

人
口
減
少
も
視
野
に
入
れ
、
適
正
な
給

与
水
準
の
実
現
の
た
め
不
断
の
努
力
を

重
ね
る
べ
き
で
あ
る
。

■
自
治
基
本
条
例
等
に
つ
い
て

　

自
治
基
本
条
例
は
、
策
定
委
員
会
か

ら
答
申
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
後
、

行
政
（
町
長
）
の
素
案
と
し
て
全
戸
配

布
さ
れ
、
意
見
公
募
が
行
わ
れ
る
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
住
民
を
幸
せ
に

す
る
「
手
段
」
で
あ
り
、
ま
ち
を
つ
く

る
「
道
具
」
で
あ
る
。

　

自
治
や
ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
を
備

■
環
境
基
本
計
画
等
に
つ
い
て

　

環
境
基
本
条
例
は
、
第
１
回
定
例
会

で
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
町
長
提
案
に
よ
り
一
部
改
正

が
な
さ
れ
た
町
の
基
幹
条
例
で
あ
る
。

　

条
例
施
行
に
あ
わ
せ
、
本
町
の
環
境

施
策
は
着
実
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
青
写
真
と
な
る
基
本
計
画
の
策
定

は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

本
町
の
環
境
政
策
が
有
名
無
実
化
す

る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
早
急
に

め
ざ
す
べ
き
運
営
理
念
、
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。

実
効
性
あ
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
所
管
事
務
の
見
直
し
、
再
編
も
検

討
さ
れ
た
い
。

え
た
条
例
は
、
制
定
過
程
、
制
定
後
に

お
い
て
も
、
そ
の
働
き
と
使
い
方
を
説

く
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

住
民
の
隅
々
ま
で
浸
透
さ
せ
る
こ
と

に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
最
高
規
範
へ

の
関
心
を
高
め
る
手
法
は
数
多
考
え
ら

れ
る
。
多
く
の
住
民
か
ら
意
見
を
注
入

さ
れ
た
条
例
は
、
強
く
た
く
ま
し
く
誕

生
す
る
は
ず
で
あ
り
、
陣
痛
期
の
論
議

に
耐
え
、
行
政
と
し
て
の
提
案
責
任
を

全
う
さ
れ
た
い
。

次
の
所
管
事
務
調
査

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
は
、
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会

ま
で
に
、
次
の
事
項
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

①
自
治
基
本
条
例
、
②
環
境
基

本
計
画
、
③
こ
ど
も
館
の
運
営
、

④
天
北
厚
生
園
の
改
築
、
⑤
総
合

計
画
（
来
年
度
実
施
事
業
）
、
⑥

地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
事
業

及
び
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
（
「
ピ
ン
ネ

シ
リ
道
の
駅
改
修
事
業
」
及
び
「

安
心
安
全
な
学
校
給
食
施
設
整
備

事
業
」
工
事
視
察
）
、
⑦
財
政
健

全
化
計
画
、
⑧
所
管
事
務
の
う
ち

緊
急
を
要
す
る
事
項

委員会であかね1条・2条通り線改良舗装工事を視察

自
治
基
本
条
例
は
住
民
を
幸
せ
に
す
る
手
段

　

鍾
乳
洞
は
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
め
ざ
せ
！
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※次回は、星川議員、柳澤議員です。

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナ
ーに登場します。８議員の提言
・苦言・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

元気もらいました
　中頓別小学校の創立 100 周年記念事業並びに式
典には、町民の皆さんや町内外の同窓生の皆さん
のご協力や多大なご支援を頂き、盛大に開催する
ことが出来、紙面をお借りして感謝とお礼を申し
あげます。ありがとうございました。
　さて、先日議会があり、休憩中にロビーに出て
掲示板を見ていたところ、中小だよりに「社会を
明るくする運動、作文コンテスト見事入選」の見
出しがあり、上川、留萌、宗谷から小学生 252 作
品の応募がある中、中頓別小学校６年生の日詰彩
夏さんの作品が見事入選されたと書かれておりま
した。
　入賞作品の紹介があり、目をやると、「あいさ
つは大切」と題して、中小で取り組んだ『あいさ
つ運動キャンペーン』の体験談を語っておりまし
た。
　一部分を紹介すると、『私は、社会を明るくす
るためには、あいさつが必要だと思います。なぜ
かというと、あいさつをすると、みんなの心が明
るく、温かくなるからです…』
　そして、キャンペーン中の取り組みで、なかな
か思うようにいかないもどかしさや、あいさつが
返ってきた時のうれしさ等が目に映るように表現
されていて、読んでいるうちにとても感動しまし
た。
　町連Ｐが提唱して『あいさつ子育て運動』を全
町的な取り組みとして始めたのが 20 年も前、今、
子供たちが自主的に取り組んでいる様子が目に触
れ、すごくうれしいです。
　「人と人を結びつけ、心と心がふれあうあいさ
つは、社会を明るくする」と訴えている。
　子供たち頑張れ！子供たちに負けないように大
人も頑張らなきゃ！
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：村山義明）

それぞれの安心、安全
　この町のよいところと問えば、多くの人は豊か
な自然と答えます。
　この町がそんなに豊かな自然と言えましょうか。
この町の自然程度であれば、北海道の全市町村、
東北、四国、九州いや全国に豊かな自然を誇る市
町村が沢山あります。
　私は良い町とは、生活感の中で本当に住んで安
心安全を実感するところと思います。
　三年前、全国的に連続して発生した児童の虐殺
事件、それも田舎や郊外で発生したことに危機感
をもち、年寄り仲間が集い「こども安全パトロー
ル隊」が勝手に発足し、主に小学校の下校時にパ
トロールをはじめ４年目を迎えました。
　こどもたちと会うと「こんにちは」「僕たちの
ために有難う」の声が返ってきます。
　今では、「ご苦労様」と父母や地域の皆さんか
らも声がかかります。中頓別の犯罪が激減したこ
とも事実で防犯関係の皆さんも評価してくれまし
た。（ささやかな活動がこの町の安全につながり
ました。）
　町のイベントには必ず交通指導員の皆さんの活
動がみられます。たいした人出でなくても制服姿
が頼もしく安全安心を感じる人も多いでしょう。
　消防、警察の皆さんの活動も同様であります。
　高齢者、障害者にとって、ディサービス、ヘル
スサービスの充実、老人福祉施設がこの小さな町
にあることも大きな安心です。ディサービスで会
話を楽しみ、手芸に没頭する、介助されながら入
浴を楽しむ、これも安心安全を感じます。
　病院の存在は住民にとって大きな生活基盤です。
病院があること、そこに医療スタッフがいること
や雪の中訪問してくれる保健師さん、必ず入れる
保育園、除雪に励む人々、それぞれの年齢立場で
強く感じる意識に違いはありますが、この辺の町
では、わが町の安心安全は最高と思うのです。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：東海林繁幸）

中小創立１００周年祝賀会で旧交をあたためる
全国各地から参加した同窓生たち



　

新
年
を
迎
え
心
新
た
に
議
会
の
情
報
を
で

き
る
だ
け
判
り
や
す
く
皆
様
に
お
伝
え
す
べ

く
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
開
拓
百
年
の
歴
史
的
に
意
義
の
あ

る
大
き
な
節
目
の
年
で
し
た
。

　

百
年
の
歴
史
を
永
い
と
感
じ
る
か
、
浅
い

と
感
じ
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
私
は
や
っ
と
百
年
か
と
の
感
慨
が
あ

り
ま
す
。

　

開
拓
29
年
目
に
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た

者
と
し
て
、
こ
の
町
を
見
る
と
、
戦
前
、
戦

中
、
戦
後
の
流
れ
は
一
瞬
の
出
来
事
の
よ
う

で
す
。

　

終
戦
の
年
、
昭
和
20
年
は
、
開
拓
35
年
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
町
が
民
主
的
に
発
展
し
た
時
間
的
経

過
は
、
貧
し
く
て
も
が
ん
ば
っ
た
昭
和
20
年

か
ら
昭
和
60
年
の
約
40
年
間
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
企
業
と
人
口
の
減
少
で
衰
退

の
一
途
で
し
た
。

　

し
か
し
、
衰
退
の
中
に
も
住
民
の
し
あ
わ

せ
感
の
向
上
に
行
政
は
努
め
た
と
思
い
ま
す
。

　

百
年
の
歴
史
を
経
て
、
衰
退
の
延
長
と
す

る
か
、
そ
れ
を
阻
み
羅
針
盤
を
好
転
へ
針
を

向
け
さ
せ
る
の
は
、
や
は
り
私
達
住
民
の
意

識
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
東
）

編　

集　

後　

記

なかとんべつ町議会だより１６６号 12

　北海道日本ハムファイターズは、プロ野球を通じ
た社会貢献活動の一環として、昨シーズン、社会福
祉法人北海道共同募金会の活動である「赤い羽根共
同募金」への協力を宣言。梨田監督、稲葉選手（中
央）、田中選手（右）がイメージキャラクターとなり、
道民に向け募金活動を呼びかけてきました。
　梨田監督はチーム勝利数（82 勝）、稲葉、田中両
選手はヒット数（313本）に千円を乗じた金額を寄附。
球団からの募金も加えた 60 万円あまりが道内市町
村の福祉のまちづくりに役立てられることになりま
した。
　募金の授与式は、昨年11月21日、ファンフェスティ
バルで賑わう札幌ドームで行われ、「赤い羽根」活
動に参加してきた少年、少女の代表にパリーグ覇者
からの善意が手渡されました。
　代表の一人は、藤田明梨（あかり）さん（中・中
２年生）で、田中選手から募金を受け取る姿がドー
ムの巨大スクリーンに映し出されると観衆から大き
な拍手が送られました。
　明梨さんは、「大観衆の中ですごく緊張したが、
田中選手から励ましを受けてうれしかった」と無事
大役を果たしほっとした様子でした。

日ハムから赤い羽根共同募金26日　議会広報編集特別委員会

５日　平成21年度天北線代替輸送連絡調整協
　　　議会臨時総会（浜頓別町）
７日　天北厚生園「ふれあいフェスタ2009」
10日　松木謙公衆議院議員との意見交換会及
　　　び武部勤衆議院議員との懇談会（東京
　　　都）
11日　全国町村議会議長会創立60周年記念第
　　　53回町村議会議長全国大会・第34回豪
　　　雪地帯町村議会議長全国大会（東京都）
16日　議会運営委員会
　　　いきいきふるさと常任委員会
25日　第7回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会
27日　定住自立圏に関する講演会（稚内市）

４日　議会運営委員会
13日　第4回定例会（サンデー議会）
　　　議会運営委員会
　　　議会広報編集特別委員会
14日　第4回定例会（再開）
22日　いきいきふるさと常任委員会

議会の動き
21年10月

11月

12月

14日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会広報編集特別委員会

22年１月

ありがとうファイターズ！

札幌ドームの巨大スクリーンで紹介される藤田さん


